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Ryukoku Extension Center 

REC 京都 

（深草学舎 紫光館）

REC東大阪 

（クリエイション・コア東大阪） 
REC 滋賀 

（瀬田学舎 REC ホール） 

          ２００９年度ビジネスプランコンテスト 
          

『プレゼン龍（ドラゴン）』を開催します！
当日観客募集 

今年もプレゼン龍実行委員会およびＲＥＣ（Ryukoku Extension Center）主催のもと、学生ビジネス
プランコンテスト『プレゼン龍』を深草学舎で開催します。 
 プレゼン龍は、「応用能力・実践能力を備えた学生の育成・輩出」および「大学発学生ベンチャーの発

掘・育成」の教育を主とした目的で実施するものであり、2001 年度の初開催から今年で９回目を迎え
ます。 
 今年は募集対象を京滋地区の大学に所属する方に範囲を広げ、ビジネスプランを応募しています。本

選当日は事前審査を突破したチームが、独自の意欲的なビジネスプランを披露する予定です。また、高

校生を対象とした『第４回ビジネスアイデアコンテスト』も同時開催します。こちらも事前審査を勝ち

抜いたビジネスアイデアが披露される予定です。 
 また、本コンテストでは、オーディエンス賞を設けており、会場に来場された皆様の投票で、この賞

が決定します。大学生、高校生、地域の方々とともに、本学教職員の皆様も審査員として「プレゼン龍」

に参加して頂きたいと思います。多数の方の観客お申し込みをお待ちしています！！ 
 
日 時：2009 年 12 月 6 日（日）13：30～（13：00 開場） 
場 所：龍谷大学 深草学舎 3 号館 301 教室 
内 容：コンテスト（会場：3 号館 301 教室 13：30～17:50） 

交 流 会（会場：3 号館地下食堂 18：00～20:00） 
賞 金：グランプリ 30 万円 1 本を始めとして、様々な賞を用意しています。 
参加費：コンテスト・交流会ともに無料です。 
申 込：「所属、名前」と「プレゼン龍を見学」をＲＥＣまでメール送信して下さい。 

【アドレス：rec-k@ad.ryukoku.ac.jp】 
 

【問い合わせ】ＲＥＣ事務部（京都） 内線：6503（075-645-2098） 担当：川瀬 
プレゼン龍の詳細については、こちらもご覧下さい。 

 プレゼン龍実行委員会 http://www.presendragon.com/ 
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編集 : ＲＥＣ事務部 

http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/ 
 

● ＲＥＣ滋 賀 ＲＥＣホール （内線7744） 

● ＲＥＣ京 都 紫光館5階  （内線 6504） 

● ＲＥＣ東大阪 クリエイション・コア東大阪  

産学連携ｵﾌｨｽ 2212号（06-6748-8228） 

12 月以降のＲＥＣ活動 

       京都産学公連携フォーラム 2009 に出展しました！ ご報告

       経済産業省「低炭素社会に向けた技術シーズ発掘・社会システム実証モデル事業」

             「甲賀市エコフェスタ」に参加しました！ 
ご 報 告

12 月 2 日（水） 福祉フォーラム第６回共生塾開催 

12 月 5 日（土） 福祉フォーラム第４回専門セミナー開催 

12 月 6 日（日） プレゼン龍（ドラゴン）開催 

12 月 9 日（水）～11（金）TRON SHOW <長谷研究室>（東京ﾐｯﾄﾞﾀｳﾝ）

12 月 20 日（日） 子どもラクロス教室 

2010 年 1 月 7 日（木） 求職者訓練講座「福祉マネジメント科」開講 

2010 年 1 月 13 日（水）新春技術講演会（大津プリンスホテル）  

REC NEWS LETTER は毎月発行。次回は、12 月 25 日頃発行します。

現在、経済産業省から委託を受けて「低炭素社会に向けた技術シーズ発掘・社会システム実証モデル事

業」を推進しています。テーマは「家庭生ごみの分別収集による堆肥化およびバイオガス化に関する『甲

賀モデル』の実証」とし、理工学部 竺 文彦 教授をプロジェクトリーダーとして、家庭から出される生ご
みを利用し、堆肥化やバイオガス化の実証実験及び地域・住民参加の社会システムとして普及させること

で、地球温暖化防止や低炭素社会の実現に向けたモデル事業を展開しています。 
今回は、普及活動を行う機会として、11 月 21 日（土）に滋賀県甲賀市にて開催されました「甲賀市エ

コフェスタ」（甲賀市・甲賀市教育委員会主催）に参加し、本プロジェクトの紹介と、地域住民に対するア

ンケートを実施しました。当日は寒風が吹き荒ぶ中ではありましたが、竺研究室の学生さんの協力のもと、

地域の住民の皆様はじめ、地元の小中高校生とも交流することができ、本学の取り組みを大いにアピール

することができました。また、アンケートについても温かくご協力いただくことができ、112名からの回答
を得ることができました。今後は、本格的な住民に対するアンケート調査（約 3,000 世帯）や、調査結果
を踏まえてのフォーラムの開催等、低炭素社会の実現に向けて積極的に取り組んでいきます。 

京都工業会および京都の各大学が主催す

る産学公連携マッチングイベント「京都産

学公連携フォーラム 2009」が 11 月 5 日
（木）に開催され、本学からは、理工学部

物質化学科 山添誠司助教（和田研究室）の
「非鉛圧電材料の研究開発」、理工学部機械

システム工学科 田原大輔助教（田原研究
室）の「整形外科診断・治療への患者別イ

メージベース力学解析技術の応用」につい

ての発表があり、多くの方が聞き入ってお

られました。 
 また、技術交流会では発表内容のパネル

展示を行い、参加されている企業・行政関

係者と交流を深めました。 

山添誠司助教 田原大輔助教 

技術交流会 


